
                   

  

三
月
十
日
（
木
）
、
夕
鶴
の
里
運

営
協
議
会(

川
合
ひ
さ
子
会
長)

が

開
か
れ
、
今
年
度
の
事
業
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

川
合
ひ
さ
子
会
長
の
あ
い
さ
つ
で

は
、
他
の
資
料
館
の
入
館
者
状
況
な

ど
に
も
触
れ
、
夕
鶴

の
里
は
、
「
見

る
」
「
聞
く
」
「
体
験
す
る
」
の
３
つ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
を
強
調
。 

特
に
民
話
は
、
武
田
正
先
生
が
一

生
懸
命
発
信
し
て
く
だ
さ
っ
た
財
産

な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
発
信

し
て
語
り
継
い
で
、
入
館
者
増
加
に

も
繫
げ
て
い
き
た
い
な
ど
と
述
べ
ま
し

た
。 

 
 

                         

平
成
二
十
七
年
度
の
主
な
事
業

並
び
に
関
連
事
業
の
開
催
日
、
参
加

人
数
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。 

 

◇
夕
鶴
の
里
友
の
会
総
会 

 
 

４
月

１９
日
（
日
） 

６５
名
参
加 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

委
任
状
含) 

◇
夕
鶴
の
里
友
の
会
研
修
旅
行 

 
 

６
月
７
日(

日) 

 
 

米
沢
市 

宝
珠
寺 

20
名
参
加 

◇
蚕
の
飼
育
事
業
（
ま
ゆ
の
里
事
業
） 

 
 

６
月
５
日(

金)

～
３０
日(

火)

27
日
間 

※
夕
鶴
の
里
資
料
館
の
ほ
か
、
８
施
設
で

飼
育
を
行
っ
た
。 

◇
第
十
六
回
「
語
り
部
養
成
講
座
」 

 
 

６
月
～
７
月 

(

８
回
開
催) 

（
小
学
生
５
名
受
講
） 

◇
語
り
部
養
成
講
座
講
演
会 

６
月

27
日(

土) 
 

４０
名
参
加 

講
師
：
小
野
和
子
氏 

（
み
や
ぎ
民
話
の
会
顧
問
） 

◇
第
十
三
回
民
話
の
「
語
り
駅
伝
」 

 
 

７
月
５
日
（
日
）
７５
名
参
加 

◇
昔
の
あ
そ
び
体
験 

７
月
・
９
月
・
１１
月
・
１
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

合
計

25
名
参
加 

◇
社
会
人
力
育
成
山
形
講
座 

 
 

５
月
～
７
月
の
週
末
４
日
間 

山
形
大
学
・
東
北
公
益
文
化
大
学
・ 

東
北
芸
工
大
学
の
学
生 

４
名 

◇
染
め
織
り
体
験
学
習
事
業 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ま
ゆ
の
里
事
業
） 

 
 

８
月
～
10
月(

５
回)

21
名
受
講 

◇
第
十
六
回
「
民
話
ま
つ
り
」 

 
 

１０

月
４
日
（
日
） 

 
 

ゲ
ス
ト
：
横
山
幸
子
氏
（
福
島
県

） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
３
０
名
参
加 

◇
第
十
七
回
「
子
ど
も
ま
つ
り
」 

 
 

10
月

11
日(

日)

50
名
参
加 

 
 

（
内
容
：
人
形
劇
団
あ
・
い
さ
ん
の
公
演 

友
の
会
役
員
に
よ
る
紙
芝
居
）  

        

  

関
連
事
業 

◇
第
六
回 

「
お
き
た
ま
語
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

 
 

６
月

28
日(

日) 

（
会
場
：
夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
６
０
名
参
加 

◇
七
月 

東
京
国
際
映
画
祭
エ
ン
ト
リ
ー
作
品 

「
永
遠
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
撮
影
協
力 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◇
第
四
回
南
陽
こ
ど
も
芸
術
祭
へ
の 

 
 

参
加 

 

１１
月

22
日
（
日
） 

会
場
：
南
陽
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル 

「
夕
鶴
っ
子
の
会
」
５
名
出
演 

体
験
学
習
（
３
月

20
日
現
在
） 

 

◇
機
織
り
体
験 

２
１
５
名 

◇
そ
ば
打
ち
体
験 

二
団
体(

20
名) 

          

平
成
二
十
八
年
度
も
、
よ
り
良

い
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

夕鶴の里伝統文化研究室にて  

人形劇  

｢ソメコとオニ｣の一場面  

社会人力育成山形

講座受講の大学生  



   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
     

                    
 

           

                                         

                        
 

                

                                         
 

 

「
暦
の
お
し
え
」
三
須
啓
仙
著
よ
り 

｢

語
り
伝
え
た
い
昔
ば
な
し｣

 
 

二
月
二
十
日
高
畠
町
文
化

ホ
ー
ル
で
高
畠
町
各
小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
民
話
フ
ェ

ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
観

客

の
前

で
堂

々
と
語

り
を
披

露
、
大
き
な
拍
手
の
な
か
、
昔

む
か
し
に
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
三

月

五

日(

土)

に

は
、
「
米
沢
と
ん
と
昔
の
会
」
の

発
表
会
が
米
沢
市
の
置
賜
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
米

沢
の
小
学
生
５
名
も
練
習
の
成

果
を
披
露
し
て
お
り
ま
し
た
。 

そ
の
姿
に
感
激
と
感
動
と
長

く
語
り
続
け
て
ほ
し
い
と
大
き

な
期
待
を
し
ま
し
た
。 

南
陽
市
で
は
夕
鶴
の
里
が
拠

点
と
な
り
、
早
く
か
ら
語
り
部

の
養
成
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま

す
。 置

賜

地

域

に
あ
る
十

一
の

語
り
部
サ
ー
ク
ル
が
集
ま
っ
て

結
成
し
た
「
お
き
た
ま
語
り
部

の
会
」
も
、
情
報
交
換
や
イ
ベ
ン

ト
を
し
な
が
ら
学
校
や
地
域
な

ど
で
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
伝
承
に

力
を
入
れ
、
語
り
継
が
れ
て
き

た
昔
話
と
い
う
地
域
の
宝
を
継

承
す
る
べ
く
活
動
し
て
お
り
ま

す
。 

 

平
成
二
十
八
年
度
も
第
七

回
「
お
き
た
ま
語
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
六
月
二
十
六
日(

日)

に 

夕
鶴
の
里
で
開
催
予
定
で
す
。

子
ど
も
達
も
出
演
し
ま
す
の
で

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

お
き
た
ま
語
り
部
の
会 

 
 

 
 

 

会
長 

渡
邊
記
美
子 

〈１月〉  

正 月 は 家 族 や 親

戚 が集 まっ てむ つ

み合うことから「む

つき」と言われてい

ます。  

〈２月〉  

 寒くて衣をさらに

重ね着することから

「衣（き）更（さら）

着（ぎ）」になったと  

言われています。  

〈３月〉  

 暖かくなり、草木

が いよ いよ 生い 茂

ることから「木（き）

草（くさ）弥生（い

やおい）い茂る月」

が つま って 弥生 に

なりました。  

夕鶴の里にちなんで、花嫁衣裳で

作った折鶴のほか、帯地で作った

雛人形、鶴のストラップが人気で

す！  


